
   

   
   

テテーーママ  

「「ピピッッチチ知知覚覚にに対対すするる理理論論とと新新たたなな展展開開

へへ向向けけててのの視視点点」」  

““MMooddeellss  ooff  ppiittcchh  ppeerrcceeppttiioonn  aanndd  wwhhaatt  

yyoouu  sshhoouulldd  mmiinndd  ffoorr  aa  nneeww  ddiirreeccttiioonn””  
  

講講演演者者：：京京都都市市立立芸芸術術大大学学  教教授授  津津崎崎  実実  

日日   時時：：平平成成 3300 年年 1122 月月 77 日日（（金金））1155：：3300～～1177：：1100  

場場   所所：：情情報報科科学学系系講講義義棟棟２２階階  大大講講義義室室  

                                                                                       

   

   

   

         

   

   

   

   

講講演演者者略略歴歴：：  

  

11998800 年年  東東京京大大学学文文学学部部第第ⅣⅣ類類（（行行動動学学））卒卒業業  

11998822 年年  同同大大学学院院人人文文科科学学研研究究科科心心理理学学専専門門課課程程修修了了（（文文学学修修士士））  

11998822〜〜11998855 年年  新新潟潟大大学学人人文文学学部部助助手手  

11998855〜〜11998888 年年  東東京京大大学学文文学学部部助助手手  

11998888〜〜22000044 年年  国国際際電電気気通通信信基基礎礎技技術術研研究究所所（（AATTRR））ににてて，，視視聴聴覚覚機機構構研研究究所所，，人人間間情情報報研研究究所所，，音音声声ココミミュュニニケケ

ーーシショョンン研研究究所所ののププロロジジェェククトトにに主主任任研研究究員員ととししてて参参画画  

22000044 年年〜〜  京京都都市市立立芸芸術術大大学学准准教教授授（（22001111 年年教教授授にに昇昇進進））《《現現在在にに至至るる》》  

    

情報科学系セミナー（第 6 回） 

参参参加加加申申申込込込・・・予予予約約約ははは不不不要要要ででですすす。。。直直直接接接会会会場場場にににおおお越越越しししくくくだだださささいいい。。。   

おおお問問問合合合せせせ先先先：：：共共共通通通事事事務務務管管管理理理課課課共共共通通通事事事務務務第第第二二二係係係（（（EEE---mmmaaaiiilll：：：iiisss---ssseeecccrrr）））   

講講演演要要旨旨：：  

 

  ピピッッチチはは聴聴覚覚ににととっっててのの「「顔顔」」ののよよううなな役役割割をを果果たたしし，，ここのの感感覚覚はは聴聴覚覚特特有有ののももののとともも言言ええるる。。そそのの物物理理的的実実態態がが 11 秒秒

間間にに数数十十回回かからら数数万万回回にに至至るる高高速速のの圧圧変変動動ででああるるここととかからら，，我我々々のの直直感感ははそそののよよううなな振振動動へへのの追追随随性性がが身身体体にに備備わわ

るるここととにに否否定定的的なな見見方方ににななりりががちちででああるる。。ここのの直直感感ととはは反反すするる生生理理学学的的なな証証拠拠がが集集ままるるここととででピピッッチチ知知覚覚機機構構にに関関すするる

解解明明はは進進歩歩をを遂遂げげててききたた。。ししかかししななががらら，，依依然然ととししてて捉捉ええらられれたた基基本本周周波波数数かかららピピッッチチ知知覚覚表表現現にに対対ししててののママッッピピンンググ

機機構構のの詳詳細細ににつついいててはは未未解解明明ななままままででああるる。。加加齢齢にによよりりピピッッチチ知知覚覚がが変変容容すするるとといいうう驚驚くくべべきき事事実実はは，，ここののママッッピピンンググ

のの仕仕方方にに関関わわるるレレベベルルををピピッッチチ知知覚覚モモデデルルにに実実装装すするる必必要要性性をを訴訴ええるるももののででああるる。。知知覚覚現現象象報報告告とと提提案案すするる新新たたななピピ

ッッチチモモデデルルににつついいてて概概観観すするる。。 


